
レ

ヒ

タ
ケ

菌

総

の
四
極
性

に
闘

す

る

研

究

補

遺

農

事

博

士

西

r， 
義

一
円
七
一

O
)

t遁

口

蓬

雄

て
緒

言

シ
ヒ
タ
ケ
の
皐
胞
子
よ
り
出
費
せ
る
純
斡
培
養
所
謂
皐
施
子
培
養
に
於
て
、
四
種
の
異
る
性
群

(
r
E曲

目

的

H
O
毛
ご
に
類
別
せ
ら
る
弘
事

は
既
に
著
者
等
(
西
門
、
山
内
、
農
息
・
研
究
二
五
・凶
七
回
l
E
O五
)
の
報
告
せ
し
所
で
あ
る
。
此
の
研
究
か
ら
シ
ヒ
タ
ケ
単
相
菌
綿
の
純

梓
培
養
の
交
配
に
依
り
て
、

シ
ヒ
タ
ケ
品
種
の
改
良
に
供
用
せ
ら
れ
得
べ
き
は
想
像
に
難
か
ら
ざ
る
底
で
、
著
者
等
は
此
が
貰
験
に
着
手
し

シ
ヒ
タ
ケ
菌
叫
輔
の
四
極
性
に
関
す
る
研
究
補
強

四
コ
二

た
。
印
ち
犬
限
替
林
局
の
好
意
に
よ
り
て
、
管
下
各
所
の
密
林
署
か
ら
シ
ヒ
タ
ケ
楠
木
の
送
附
を
受
け
、
此
か
ら
首
犬
原
農
業
研
賞
所
に
於

て
子
賞
縄
を
形
成
せ
し
め
た
。
此
等
の
子
賞
檀
か
ら
多
数
の
皐
胞
子
培
養
を
分
離
す
る
事
が
出
来
た
。
此
等
箪
胞
子
培
養
蒐
集
の
目
的
は
、

共
の
交
配
に
よ
り
優
良
品
種
選
出
の
賓
験
に
供
用
す
る
鴬
で
あ
っ
た
。
然
し
先
づ
各
車
胞
子
培
養
に
就
き
て
同
一
子
賞
暢
か
ら
分
離
し
た
も

の
L
性
群
を
定
め
ん
と
す
る
賓
験
を
行
っ
た
。
多
敷
の
材
料
に
就
き
て
の
結
果
で
あ
る
が
、
前
に
報
告
し
た
鹿
と
金
く
同
一
で
、
之
を
確
詫

ず
る
有
カ
た
材
料
と
怠
っ
た
が
、
前
報
告
の
迫
加
と
し
て
、
叉
シ

ヒ
タ
ケ
白
川
種
改
良
試
験
の
第
一
歩
と
し
て
共
の
新
岡
市
の
概
要
を
設
に
報
告

す
る
e



シ
ヒ
タ
』
ヲ
菌
線
の
四
極
性
に
関
す
る
研
究
補
遺

四
三
二

本
賓
験
は
シ
ヒ
タ
ケ
優
良
品
種
の
濯
揮
に
闘
す
る
賓
験
の
一
部
で
、
之
が
遂
行
に
多
大
の
好
意
と
鞭
挺
と
を
寄
せ
ら
れ
た
る
大
阪
管
林
局

三
宅
局
長
、
吉
川
浩
林
課
長
並
に
局
員
及
新
見
、
山
口

、
日
原
.
山
崎
、
間
建
、
鳥
取
、
金
湾
等
の
各
替
林
署
賞
局
に
劃
し
て
深
甚
の
謝
意

を
表
す
る
。

=

、

供

試

菌

系

統

各
地
か
ら
選
附
せ
ら
れ
た
多
数
の
栂
木
か
ら
得
た
子
賞
値
よ
り
、
前
に
記
し
た
様
た
方
法
(
農
皐
研
究
二
五
・
四
七
八
)

で
、
多
按
の
皐

胞
子
鯖
養
を
得
る
事
が
出
来
た
。
其
内
本
質
験
に
供
用
し
た
の
は
左
記
、

A
、
B
、

c
、
D
、
E
、
G
、
K
、
N
、
泊
、
泊
、
却
の
一
一
系

統
で
あ
っ
た
.
単
胞
子
培
養
の
分
障
に
就
き
で
は
充
分
の
注
意
を
以
で
し
た
が
、
尚
其
純
緯
度
を
確
か
め
る
篤
め
に
此
等
の
揖
養
は
分
緩
後

ピ
ジ
ヨ
ガ
ネ
形
成

(
u
n
g
a
H
S
Z
E
5
5
の
有
無
を
顕
償
鏡
下
に
調
売
し
て
、
ピ
ヂ
ヨ
ガ
ネ
形
成
の
あ
る
も
の
は
之
を
棄
却
し
、
其
形
成

を
認
め
ざ
る
も
其
の
後
の
交
配
に
よ
り
て
閥
単
胞
子
培
養
な
ら
ざ
る
事
を
認
め
た
も
の
は
之
を
療
除
し
た
。
共
故
本
賓
験
に
供
用
し
た
も
の
は

買
の
鼠
胞
子
培
養
の
み
で
あ
っ
た
。

=
一
、
賓
験
の
方
法
並
に
結
果

本
賓
験
は
前
に
報
告
し
た
と
同
嫌
に
一
一
一
%
の
姿
芽
エ
キ
ス
寒
天
を
供
用
し
、
此
が
斜
面
増
蓄
基
に
各
種
の
組
合
は
せ
に
鼠
胞
子
嬬
整
を
二

伺
宛
を
植
付
け
、
撮
民
二
四
度
に
一

O
飴
日
保
ち
た
る
上
雨
培
養
菌
綿
の
相
接
せ
る
部
分
を
取
り
て
鏡
槍
し
、
ピ
ジ
ヨ
ガ
ネ
形
成
の
有
無
を

検
茶
し
た
。
共
結
果
の
一
例
を
表
示
す
る
と
第
一
表
の
様
で
あ
る
。



ジ
ヒ
タ
ケ
歯
畿
の
四
極
性
に
闘
す
る
研
究
補
強

第一表 シヒタケの皐胞子培養を種々の組合はせで混合

精養した際D菌綿の癒着及ピヂヨガネ形成の有無

供試薗系鋭 B系薗(I{J口線産タリの楠木に重量生の茸〉

t音 養 基 3~，.~エキス穆天

培養温度錨氏2'"度

賞臓期日 昭和10年12用。印は11年3月再貨駿

四

性 J]!l 1 (AB) 1 (ab) I (Ab) 

|香糟貌I 1 3 5 B 12 16 17 181 2 6 13 14 4 7 91011 I 15 

1 一一一一一ー一一 ++++ -・・ーー・ ・・・・・・ - -旬咽圃， ・・・・司・ 一

3 - .圃恒国司. - -岡町・ ・・・・・ ・恒国・ー ・・圃・・ ・・・・・ ++++ 一一一一一 一

5 -・・・ ・・・唱 曲・・・ ・・・・ -田 ・・・ー - - + + +0+ 一一一一一 一
8 一一一一一一一一 ++++ 一一一ー一 一

I(AB) 
12 -岡町・・・ ・・・・・・ ・・・・咽・ - --圃' ・圃- - ++++ ー一一一ー 一
16 一一一ーーー一一 ++++ -司副- -圃・・・ ・・・・・・ ・・胴・・・ ・・・・・・ 一
17 -・・阿国 - ・ー- -圃. _ _ w圃・・・ ・・・・・ ++++ -・町- - --司 ・・・・・・ 一
18 -・・司. ・M・・・ ・・圃・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・司回・ ・・・・・ ・司開閉園 ++++ ー一一一一 一

2 ++++++++ 一一一一 -・・ー， ・・・・・ ・・圃・・ - -司聞. 一
6 ++++++++ 一一ーー .岡個・同・ ・回国国司・ ・・同圃・ ・・・・・・ ・・副掴司・ 一

!c町b)
13 + + +0+ + + + + 一
14 ++++++++ 一一一一一一ー一一 一

一一一一一ー一一
7 ー一一一一ー一一 一一一一 一一ー一一 + 

I (Ab) 9 一一一一一ー一一 一一一一 ー一一一一 + 

一一一一一一一一 一一一ー 一一ー一一 + 
-・圃開・ ・・・圃圃B ・M・・・ ・司聞・. - ‘・・・開' ・・・・・・ ・・・・司. 一一一一 一一一一一 + 

船山



γ
ヒ
タ
ケ
菌
総
の
四
極
性
に
間
関
す
る
研
究
補
遁

山
口
螺
産
シ
ヒ
タ
ケ
B
系
菌
に
於
け
る
英
単
胞
子
培
養
の
菌
綿
を
種
々
に
組
み
合
は
せ
、
混
合
培
養
を
試
み
た
際
の
菌
締
の
癒
着
及
ピ
ヂ

四
三
四

ヨ
ガ
ネ
形
成
の
有
無
は
、
上
記
第
一
表
に
表
は
し
た
様
で
必
る
が
、
更
に
多
数
の
菌
系
統
に
就
て
試
み
た
交
配
結
果
の
要
黙
の
み
を
示
す
と

弐
の
様
に
な
る
。

A
案
薗
圃

山
口
管
林
署
か
ら
昭
和
一

O
年
一
一
月
港
附
の
ク
ヌ
ギ
の
槽
木
に
費
生
し
た
、
シ
ヒ
タ
ケ
子
賓
粗
か
ら
、
昭
和
一

O
年
一
一
月

五
日
分
離
し
た
も
の
で
あ
る
。
此
原
木
は
山
口
鯨
佐
渡
部
柚
野
村
大
字
柚
木
滑
山
岡
有
林
に
が
、
て
、
昭
和
六
年
一

O
月
二
五
日
伐
採
、
同
七

年
春
伏
せ
込
み
九
年
春
初
茸
が
費
生
し
て
栂
捌
さ
れ
た
物
で
あ
る
。
斯
く
し
て
此
子
賞
個
に
形
成
の
胞
子
か
ら
出
費
し
た
鼠
胞
子
培
養
七
個

を
得
た
の
で
之
を
A
系
菌
と
命
じ
共
性
群
の
決
定
を
行
っ
た
結
果
の
要
黙
は
第
二
表
の
様
で
あ
る
。

(A系〉表第

性

1 1.  

+一一

別性

別

ー+ーー

1 I 4 I一一一 f

+ー

2 

3 

B
茶
薗

本
系
菌
を
分
離
し
た
シ
ヒ
タ
ケ
は
A
系
箇
と
同
じ
く
山
口
容

林
署
か
ら
法
附
さ
れ
た
山
口
鯨
佐
波
郡
柚
野
村
滑
山
固
有
林
産
ク
リ
の
楕

木
に
強
生
の
も
の
で
共
橋
本
の
伐
採
期
伏
せ
込
み
栂
捌
き
等
は
A
系
菌
と

同
様
只
樹
種
の
異
た
る
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
栂
木
に
費
生
の
シ
ヒ
タ
ケ

子
賞
韓
か
ら
昭
和
一

O
年
一
一
月
五
日
分
離
し
た
躍
胞
子
培
養
で
、
共
の

性
群
は
既
に
第
一
表
に
記
載
し
た
所
で
あ
る
が
、
共
摘
妥
の
み
一
得
示
ず
る

と
第
三
表
の
犠
で
あ
る
。



(B系〉表
所

性二で別言+生
理養

IJtl 霊 E ， 11 

1 一十 一一
2 一+一一
3 一+ーー
5 一+一一
8 ー 十一一
12 一+一一
16 一+一ー
17 一+一一
18 一+一一

2 +ー一一
6 +一一一

E 
13 十一一一
14 +一一一

4 一一 ー +
7 一一 一 +

E 9 ー一一+
10 一一一+
11 一一 一 +

一一第ら
昭
和
一

O
年
一
一
月
五
日
分
援
の

(C系1

則

目

E 

E 

車
胞
子
培
養
で
、
共
一
亙
培
養
の
性

表

群
の
類
別
は
第
四
表
の
如
ど
で
あ
る
。

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 
+ 

12 

+ 
+ 

+ 
+ 
+ 

。
菜
薗

凶

A
系
菌
と
同
接
で
山
口

10 

2 

7 

4 

8 

1 

3 

5 

15 

11 

勝
佐
波
郡
柚
野
村
産
コ
ナ
ラ
の
椅
木

第

に
費
生
の
シ
ヒ
タ
ケ
子
賞
檀
か
ら
昭

性

則

和
一

O
年
一
一
月
五
日
分
般
の
単
胞

子
培
養
で
英
五
培
養
の
性
群
は
第
五
表
の
如
く
で
あ
っ
た
。

シ
ヒ
タ
』
ヲ
歯
絡
の
四
慢
性
に
闘
す
る
研
究
補
選

C
薬
薗

A
系
菌
と
同
様
山

之
も

口
一
密
林
署
か
ら
逢

附
の
山
口
勝
佐
波

郡
柚
野
村
産
ア
カ

生
の
一
子
賞
組
か

シ
ヂ
の
栂
木
に
費

+ 
十E 

間
三
五

+ 

E 



性 別

I 1 I 

6 I一+ー一

2 +一一一
9 +一一一
10 +一『ー

E 11 +一一一
! 14 I +一一一

l・5 1 一一一+
7 ー一一+
8 一一一+

E 
一一一+12 

; 16 ー一一+
一一一+

y
ヒ
タ
ケ
薗
総
の
阿
伍
慢
性
に
慨
す
る
研
究
補
強

(D系)

佐 性 別

一一
別 1 1 1 II! 

1 I 2 I -+一一

一+

+ー
寸ー

表11. 第(E系〉表ー.... ，、第

四
三
六

E
素
趨

石
川
牒
立
津
幡
農
留
農
・
校
で
栽
培
せ
し
ナ
ラ
の
橋
本
で
、

昭
和
一

O
年
一
一
月
営
研
究
所
に
活
附
さ
れ
た
も
の
に
費
生
の
シ
ヒ

タ
ケ
の
子
賞
穂
か
ら
皐
胞
子
を
分
離
し
た
。
共
二

O
佃
の
培
養
か
ら

性
群
を
定
め
た
結
果
は
第
六
衰
の
様
で
あ
る
。

G
蒸
薗

兵
庫
牒
宍
粟
郡
奥
谷
村
赤
西
岡
有
林
産
の
ナ
ラ
で
、
昭
和
一

O
年
一
一
月
山
崎
軸
営
林
署
か
ら
送
附
を
受
け
、
此
に
費
生
の
子
賞

憶
か
ち
同
月
分
離
し
た
も
の
で
あ
る
。
該
橋
本
は
昭
和
七
年
一
一
月
に
伐
採
し
た
も
の
で
あ
る
。
共

一
O
側
の
皐
胞
子
培
養
の
性
群
は
第
七



E 

+ 
+ 

凪

(G系)

+ 

日目

E 

+ 
+ 

+ 

E 

表

+ 
+ 

+ 

E 

性

+ 

七

6 

俊

別

E 

(K系1
所

性 嵐 性 .lJtl 
t音

gn 
重量

議 I 1 • 

2 一+一一
3 一+一一
4 一+一一
9 一+一一

E 

1 一一一+
6 ー一一+

E 
8 一一一+

5 一一+ーm 
7 一一+一

表八第

去
の
様
で
あ
っ
た
。

K
菜
薗

大
阪
市
梅
田
阪
急
百
貨
応
、
食
料
品
部
に
て

販
賓
の
シ
ヒ
タ
ケ
に
し
て
可
な
り
に
大
形
な
り
し
子
賞
髄

よ
り
、
昭
和
一

O
年
一
二
月
九
日
分
離
し
た
皐
胞
子
培
養

で、

一
O
側
の
純
綿
時
養
の
性
群
を
定
め
た
結
果
は
第
八

去
の
様
で
あ
っ
た
。

N
実
・薗

岡
山
鯨
阿
科
部
長
永
村
太
問
氏
栽
培
の

シ
ヒ
タ
ケ
で
コ
ナ
ラ
の
滑
木
上
に
費
生
せ
し
も
の
を

採
集
し
て
持
ち
師
り
、

昭
和
一

O
年
一
二
月
一
八
日

に
分
離
を
試
み
た
も
の
、
共
一
八
佃
の
培
養
の
性
群

を
定
め
た
結
果
は
第
九
表
の
様
で
あ
っ
た
.

X
烹
薗

X
系
菌
は
凡
で
鳥
取
聯
岩
美
郡
山
石
井
町

産
の
カ
シ
の
滑
木
で
、

昭
和
一
一
年
一
月
鳥
取
密
林

著
か
ら
逸
附
の
も
の
に
費
生
の
シ
ヒ
タ
ケ
子
賞
煙
か
ら
昭
和
一
一
年
一
月
一
一
一

O
日
か
ら
二
月
五
日
に
分
離
し
た
単
胞
子
培
養
で
あ
る
。
而
し

て
泊
、
h

刊
、
ぬ
系
菌
は
共
に
同
一
の
精
木
の
上
に
費
生
し
た
別
h

の
三
仰
の
子
賞
輯
か
ら
出
資
し
た
培
養
で
あ
る
。
其
ね
系
菌
と
し
て
は
、

U
J

ヒ
'
』
7

歯
姐
欄
の
凶
届
慢
性
に
掬
す
る
研
究
補
遁

四一一一七



γ
ヒ
ダ
ケ
蘭
絡
の
凪
優
性
に
冊
ず
る
研
究
檎
誼

四一一一入

(N系〉
t 所

性性 t嵐音 別

nu 
養

番甥 I • 11 

2 一+一一
6 一+一一
10 一+一一
12 一+一ー
13 一+一一
16 一+ーー
17 一+一一|

5 +一一ー
E 

8 +一一一

1 一一一+
3 一一一+
4 Iー一一+

E 7 一一一+
8 

9 ー一一+
15 一一一+

一一一

表九第

二
O
例
の
皐
胞
子
培
養
を
得
た
が
、
此
が
性
群
の
所
属
を
定
め
た
所
第
一

O
表
の
如
き
結
果
と
た
っ
た
。

第一 0 表 (.x.系)

性 所i属音 性 nlJ 

登 ー一一一一
nu 番 I E 1 JII 

続

2 一+ーー
5 一+一一
11 

12 ー+一一

4 +一一一
8 +一一一
10 +ー一一

E 
13 +一一一
16 +一一一

18 I +一一一 |

1 一一一+
3 一一一+
6 一一一+
7 一一一+

E 
9 一一一+
15 一一一+
17 一一一+
19 一ーー+

X
案
薗

此
は
町
系
菌
と
同
一
の
椅
木
上
に
費
生
し
た
別
の
子
賞
鱒
か
ら
分
概
し
た
鼠
胞
子
結
養
で
あ
る
。
昭
和
一
一
年
一
月
一
一
一

O
円
分



第一一表 (X!系〉

性
養番撹所培圃

性 IJU 

Eリ E 1 • 

11 一+ーー
I 16 一+ーー

1'7 一+一一

2 +一ー一
3 +ー.一一
5 +一一一

E 
12 +一一一
14 +一一一
15 4・一一一

1 一ーー+
4 一一一+

E 
6 一ーー+
8 一一一+

7 一一+ー
E 9 ーー+一

18 一一+ー

第一二表 (X~ 系〉

性 轄養所
性 gn 

IJn I E 1 11 

I 15 Iー+一一
16 ー+一一

2 I +ー一ー

E 6 I +ー一ー

+一一一
14 +ー一一

1 一ーー+
7 一一一+
9 一一-+ 

E 
10 一一一+
11 一一一+
12 一ー一+

3 一一+一
.DR 

5 一一+ー

離
、
一
八
個
の
培
養
の
性
群
を
定
め

た
結
果
は
第
一
一
表
の
様
で

b
っ
た
。

X
菜
薗

同
じ
く
鳥
取
牒
岩
美
郡

岩
井
町
産
で
泊
系
菌
と
同
一
の
楕
木

に
費
生
し
た
別
個
の
子
賓
開
か
ら
分

峰
離
し
た
一
五
偶
の
培
養
で
、
共
性
群

の
決
定
は
第
一
二
表
の
様
で
あ
っ
た
。

回
、
結

論

上
記
の
貰
験
の
結
果
は
何
れ
も
単

一
子
賓
鱒
か
ら
分
離
し
た
鼠
胞
子
培

養
に
於
て
は
、
四
種
の
異
る
性
群
に

分
つ
を
得
る
も
の
に
し
て
、
共
或
ニ

是
賓
に
嚢
に
報
告
し
た
官
争
責
を
確
諾
す
る
も
の
で
あ
る
。

の
も
の
と
は
共
に
培
養
を
績
く
る
も
複
相
菌
綜
と
た
る
事
な
く
、
ピ
ヂ
ヨ
ガ
ネ
形
成

(
P
Z己
戸
市
田
区

E
5
5
の
起
ら
ざ
る
事
を
示
し
た
。

群
宛
は
互
に
交
配
し
得
る
も
、
共
他

グ
ヒ
タ
ケ
甜
回
線
の
四
幅
慢
性
に
闘
す
る
研
究
補
越

四一一一九


